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【方法】1995 年 1 月から 2006 年 12 月の間に下咽頭癌に対し咽頭喉頭頚部食道
摘出術後に遊離空腸移植による再建を施行された 773 例を対象として、血栓形
成の危険因子を多変量解析した。 
【結果】全 773 例中 23 例（3.0%）で術後に吻合部血栓を認めた。単変量解析
では再発が有意な危険因子であった。初発例のみに限定した多変量解析では、
出血量増加が有意な危険因子であった。プロスタグランジン E1 投与による血
栓予防効果は認めなかった。 
【結論】出血量増加が遊離組織移植における血栓形成の危険因子であるという
報告は、本研究が初めてである。その機序ははっきりしないが、血圧低下や全
身状態悪化による血流低下が血栓を引きおこす可能性が考えられた。 
